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.. 「重度性」の捉え直し

医学モデル
障害は身体の
「欠陥」

⇒
社会モデル
障害は一種の
社会的排除

⇒障害 – 社会的排除の重度性
社会的排除 · · · · · · 社会参加可能性の剥奪
⇒「重度性」を測れる
cf. 不利益の集中 (星加)
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.. 重度性を測る意味

差別解消法やADAなどは「事後的」
⇔事前的制度の必要
⇒各種障害の排除としての重度性を予測
してあらかじめ対応する必要
cf. 包摂的異別処遇 (榊原)

⇒その基礎としての重度性指標
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.. 障害統計と重度性

どの程度の排除を受けるか
· · · · · · 統計で測れる

社会学的障害統計の基本問題� �
障害者の割合

障害の重度性� �
両者は相互に関連
⇔今回は後者に焦点

3 / 11



.. 重度性の測定(1)——客観的方法

体の状態について質問
(例　簡略質問群)

社会参加についての質問
(就労状態のほか多様な項目が可能)

両者の相関関係 (̸=因果関係)の強さ
に着目
排除を受けやすい身体的条件
⇒損傷 (インペアメント)
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.. 重度性の測定(2)——主観的方法

人々の主観を問う
· · · · · · どれぐらい排除されそうか
主に排除する側の排除意識

何段階かの選択肢から選んでもらう
⇒平均点=「障害スコア」

各種身体的条件について算出可能
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.. 障害スコアの質問文babababababababababababababab

以下の表に並んでいるのは、心や体
の状態です。この中には、仕事や学
校生活、結婚や家事・育児などとい
った社会生活で不利になるものもあ
るようです。以下の心や体の状態は、
どの程度社会生活に不利になると思
いますか。(⇒続く)
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.. 障害スコアの質問文(続き)

babababababababababababababab

それぞれの状態について、「非常に不
利になる」「やや不利になる」「あま
り不利にならない」「まったく不利に
ならない」のどれか1つをお選びくだ
さい。
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.. 階層研究との関係

社会学の階層研究の手法から (直井)

客観的方法
職業と収入などの社会的地位との関係性
に焦点
主観的方法
職業に対する人々の主観的評価を集計
· · · · · ·「職業威信スコア」
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.. 障害スコアの長所

主観的評価 · · · · · · 人々のリアリティ
により近いと考えられる
例　雇用採否・結婚・出生前診断
小規模な調査で結論を導ける
多くの身体的条件を評価できる
これまで障害とは考えられてこな
かった状況も、柔軟に調査できる
専門家でなくても理解しやすい
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.. 障害スコアの短所

言葉づかいに左右される

回答者にとって全くイメージがわか
ない身体的条件は調査できない

障害者数は別途調査が必要

⇒客観的方法と組み合わせて使う必要
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